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関(口径 102mm，行程 105mm，圧縮比 15.5，スワール比 2.6)
を使用した．燃焼室はくぼみ口径 56.7mm のトロイダル型
標準燃焼室(D56)，口径 68.0mm の燃焼室(D68)，D68 の上
死点隙間を縮小した燃焼室(D68s)，口径 45.9mm のリエン
トラント型燃焼室(Re45)の 4 種類を用いた（図 1）．噴射ノ
ズルは噴孔径0.18mm×6 孔で，噴射角度が 150°と 125°の 2
種類のノズルを用い，噴射圧力は 120MPa である．機関回












する効果が期待される Re45 を用いた．噴射量配分 q1st / q2nd 
= 5 / 15，二段目噴射時期 2nd = -5ATDC とし，各燃焼室に
おいて一段目噴射時期 1stを変化させたときのSmoke，NOx，
CO，THC 排出濃度と図示熱効率i，最大圧力上昇率 dp/dθmax








 中負荷での Smoke 低減のためには筒内の流動強化が有
効であると考えられる．そこで D56，D68s，Re45 において，
q1st / q2nd = 5 / 25，2nd = 0ATDC とし，1stを変化させた．
その結果を図 3 に示す．D68s での Smoke は D56 と同程度













(1) Horibe, N., et al., Int. J. Engine Res., 10(2), p.71, (2009). 
 
Fig.2 Effects of first injection 
timing and combustion chamber 
shape (qf = 20 mm3/st) 
Fig.3 Effects of first injection 
timing and combustion chamber 
shape (qf = 30 mm3/st) Fig.1 Piston bowl geometry and spray direction 














q1st / q2nd = 5 / 15
rEGR = 45 %
 
  D56    150
  D68    150 
  D68s  150









































q1st / q2nd = 5 / 25    rEGR = 25 %
 
  D56    150
  D68s  150
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